
香川高等専門学校 創造工学専攻（電気情報工学コ
ース）（2024年度以降入学者） 開講年度 平成31年度 (2019年度)

学科到達目標

科目区
分 授業科目 科目番

号
単位種
別 単位数

学年別週当授業時数
専1年 専2年
前 後 前 後
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

担当教
員

履修上
の区分

教
養

必
修 実践英語 7001 学修単

位 2 2 森下 二
郎

教
養

選
択 経営入門 7002 学修単

位 2 2
村山 聡
,田口
淳

教
養

選
択 心理学概論 7003 学修単

位 2 2
野口 修
司,中
瀬 巳紀
生

工
学
基
礎

必
修 技術者倫理 7004 学修単

位 2 2

正箱 信
一郎
,岡野
寛,重
田 和弘
,石井
耕平
,津守
伸宏
,宮崎
耕輔
,徳田
太郎

工
学
基
礎

必
修 数学特論 7005 学修単

位 2 2
大石 健
太,佐
藤 文敏

工
学
基
礎

選
択 現代物理学 7006 学修単

位 2 2 野田 数
人

工
学
基
礎

選
択 工業英語 7007 学修単

位 2 2 森下 二
郎

工
学
基
礎

選
択 物理化学 7008 学修単

位 2 2 立川 直
樹

工
学
基
礎

選
択 応用物理学 7009 学修単

位 2 2 未 定

工
学
基
礎

選
択 海外語学研修 7010 学修単

位 1 集中講義 徳永 慎
太郎

専
門

必
修

工学実験・実習Ⅰ（電気
情報工学コース） 7011 学修単

位 2 6

村上 幸
一,漆
原 史朗
,重田
和弘
,北村
大地

専
門

必
修

工学実験・実習Ⅱ（電気
情報工学コース） 7012 学修単

位 2 6

柿元 健
,辻 正
敏,雛
元 洋一
,太良
尾 浩生
,北村
大地

専
門

必
修 工学実験・実習A 7013 学修単

位 1 1
小島 隆
史,木
村 祐人

専
門

必
修 工学実験・実習B 7014 学修単

位 1 1
吉永 慎
一,前
田 祐作

専
門

必
修

特別研究Ⅰ（電気情報工
学コース） 7015 学修単

位 8 集中講義
重田 和
弘,北
村 大地

専
門

必
修

輪講Ⅰ（電気情報工学コ
ース） 7016 学修単

位 2 集中講義
重田 和
弘,北
村 大地

専
門

選
択 特別講義 7017 学修単

位 2 2



専
門

選
択 インターンシップⅠ 7018 学修単

位 1 集中講義 重田 和
弘

専
門

選
択 インターンシップⅡ 7019 学修単

位 2 集中講義 重田 和
弘

専
門

選
択 インターンシップⅢ 7020 学修単

位 4 集中講義 重田 和
弘

専
門

選
択 インターンシップⅣ 7021 学修単

位 6 集中講義 重田 和
弘

専
門

選
択 環境電磁工学 7201 学修単

位 2 2 太良尾
浩生

専
門

選
択 現代制御理論 7202 学修単

位 2 2 漆原 史
朗

専
門

選
択 プロジェクト管理論 7203 学修単

位 2 2 柿元 健

専
門

選
択 電子物性 7204 学修単

位 2 2 山本 雅
史

専
門

選
択 集積回路 7205 学修単

位 2 2 辻 正敏

専
門

選
択 情報通信工学 7206 学修単

位 2 2 重田 和
弘

専
門

選
択 ディジタル信号処理 7207 学修単

位 2 2 北村 大
地

専
門

選
択 知識工学 7208 学修単

位 2 2 村上 幸
一

専
門

選
択 画像処理工学 7209 学修単

位 2 2 重田 和
弘



香川高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 工学実験・実習Ⅰ（電気情報
工学コース）

科目基礎情報
科目番号 7011 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 学修単位: 2

開設学科 創造工学専攻（電気情報工学コース
）（2024年度以降入学者） 対象学年 専1

開設期 前期 週時間数 前期:6
教科書/教材 各教員の指示による。
担当教員 村上 幸一,漆原 史朗,重田 和弘,北村 大地
到達目標
(B-4)実験を計画的に遂行し得られた知見を説明できる。
・指導書と各自の調査により実験の目的と方法を理解できる。
・専門応用理論に基づいた分析ができる。
・自ら実験装置を構成でき，適切に操作できる。
(C-2)的確な問題提起を行い計画的に実行できる。
・実験遂行に必要な情報を自ら収集できる。
・その情報を実験に活用できる。
(D-1)学理に基づいて論理的な記述・表現ができる。
・専門用語を適切に用いて技術レポートを作成できる。
・説明の順序が適正である。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

分析・応用力 実験を計画的に遂行し得られた知
見を説明できる。

実験を遂行し得られた知見を簡潔
に説明できる。

実験を遂行し得られた知見を簡潔
に説明できない。

課題設定能力 的確な問題提起を行い計画的に実
行できる。

問題提起を行い計画的に実行でき
る。

問題提起を行い計画的に実行でき
ない。

論理的表現能力 学理に基づいて論理的な記述・表
現ができる 論理的な記述・表現ができる 論理的な記述・表現ができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
実験を通して電気電子・情報工学の知識を深め，各種機器類の操作について習熟するとともに実験結果を正確に分析し
，工学理論に基づいて考察する能力を習得する。また，実験結果を正当に得るために自らが各段階で行うべき判断力と
実行力を身につける。さらに，専門用語を用い，かつ構成が考えられた技術レポートを作成し，実験内容と結論を十分
伝えられるコミュニケーション能力を養う。

授業の進め方・方法
以下に示す3テーマの実験を，4～5名のグループで実施する。担当する教員と技術職員のアドバイスの下で，指導書に従
って学生が主体的に実験を行う。実験結果は，詳細に分析・検討し，十分な考察を通して技術レポートを作成・提出す
る。

注意点 本実験の報告書では，課題解決で取り上げた理論などの技術的記述と個人で活動した内容の２種類の項目を分かりやす
く記載すること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
０．ガイダンス
１．缶サットミッションを通したシステム開発実習
（村上）

(B-4)

2週 １．缶サットミッションを通したシステム開発実習
（村上）

・指導書と各自の調査により実験の目的と方法を理解
できる。

3週 １．缶サットミッションを通したシステム開発実習
（村上） ・専門応用理論に基づいた分析ができる。

4週 １．缶サットミッションを通したシステム開発実習
（村上） ・自ら実験装置を構成でき，適切に操作できる。

5週 ２．ネットワークの設計と構築（重田） (C-2)
6週 ２．ネットワークの設計と構築（重田） ・実験遂行に必要な情報を自ら収集できる。
7週 ２．ネットワークの設計と構築（重田） ・その情報を実験に活用できる。
8週 ２．ネットワークの設計と構築（重田） (D-1)

2ndQ

9週 ３．デザイン思考による「各種センシング方法」の提
案（漆原）

・専門用語を適切に用いて技術レポートを作成できる
。

10週 ３．デザイン思考による「各種センシング方法」の提
案（漆原） ・説明の順序が適正である。

11週 ３．デザイン思考による「各種センシング方法」の提
案（漆原）

12週 ３．デザイン思考による「各種センシング方法」の提
案（漆原）

13週 ３．デザイン思考による「各種センシング方法」の提
案（漆原）

14週 ３．デザイン思考による「各種センシング方法」の提
案（漆原）

15週 ３．デザイン思考による「各種センシング方法」の提
案（漆原）

16週



モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

レポート 合計
総合評価割合 100 100
分析・応用力 34 34
課題設定能力 33 33
論理的表現能力 33 33



香川高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 工学実験・実習Ⅱ（電気情報
工学コース）

科目基礎情報
科目番号 7012 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 学修単位: 2

開設学科 創造工学専攻（電気情報工学コース
）（2024年度以降入学者） 対象学年 専1

開設期 後期 週時間数 後期:6
教科書/教材 各教員の指示による。
担当教員 柿元 健,辻 正敏,雛元 洋一,太良尾 浩生,北村 大地
到達目標
(B-4)実験を計画的に遂行し得られた知見を説明できる。
・参考資料等の文献により実験目的と方法を正しく理解し説明できる。
・専門工学を駆使して，自ら解決策を考案できる。
・実験手順やシステムをチームで考案し，適切に遂行できる。
(C-2)的確な問題提起を行い計画的に実行できる。
・課題を分析し，実験計画を立てることができる。
(C-3)チームワーク力，分析力等の下に問題解決ができる。
・チーム討議に積極的に参加できる。
・課題を具体化した個々の要素について十分討議し，課題を解決できる。
(D-1)学理に基づいて論理的な記述・表現ができる。
・テーマに沿った技術レポートを工夫し，得られた知見を正確に記述することができる
・説明の順序が適正であること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

分析・応用力 実験を計画的に遂行し得られた知
見を説明できる。

実験を計画的に遂行し得られた知
見を簡潔に説明できる。

実験を計画的に遂行し得られた知
見を簡潔に説明できない。

課題設定能力 的確な問題提起を行い計画的に実
行できる。

問題提起を行い計画的に実行でき
る。

問題提起を行い計画的に実行でき
ない。

デザイン能力 チームワーク力，分析力等の下に
問題解決ができる。

チームワーク力，分析力等の下に
問題解決に取り組むことができる
。

チームワーク力，分析力等の下に
問題解決に取り組むことができな
い。

論理的表現能力 学理に基づいて論理的な記述・表
現ができる。 論理的な記述・表現ができる。 論理的な記述・表現ができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

与えられたPBL課題を分析し，ブレークダウンして具体的な要素課題を導き，チーム全体の実験計画と各個人の具体的行
動計画を討議により策定してチーム全体で課題解決に導く手法を実践的に習得する。この全体の過程で必要な工学技術
の調査や文献調査を自ら行い，専門工学の知識の応用力を高めることも知識面での目標である。また，課題解決に導い
た一連の過程の流れと得られた成果を工学知識を有する第三者に適正に伝えるコミュニケーション能力を養うことも含
まれる。

授業の進め方・方法
以下に示す3テーマの実験を4～5名でチームを形成し，チーム単位で実施する。担当する教員が与える課題はPBLを意図
したテーマであり，各学生は，チーム内の力を結集させて課題解決に取り組む。課題解決の結果とそれに至る手順は各
個人で報告書にまとめ指導教員に提出する。教員は，アドバイスは与えるものの解決に直接導くような詳細な説明を原
則として行わず，自分で問題が解決できる自立的技術者としての能力開発を意図した進め方を行う。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ０．ガイダンス
１．オーディオアンプの製作（辻） (B-4)

2週 １．オーディオアンプの製作（辻） ・参考資料等の文献により実験目的と方法を正しく理
解し説明できる。

3週 １．オーディオアンプの製作（辻） ・専門工学を駆使して，自ら解決策を考案できる。

4週 １．オーディオアンプの製作（辻） ・実験手順やシステムをチームで考案し，適切に遂行
できる。

5週 １．オーディオアンプの製作（辻） (C-2)
6週 ２．ソフトウェアのレビュー（柿元） ・課題を分析し，実験計画を立てることができる。
7週 ２．ソフトウェアのレビュー（柿元） (C-3)
8週 ２．ソフトウェアのレビュー（柿元） ・チーム討議に積極的に参加できる。

4thQ

9週 ３．組込み技術応用課題（太良尾，雛元） ・課題を具体化した個々の要素について十分討議し
，課題を解決できる。

10週 ３．組込み技術応用課題（太良尾，雛元） (D-1)

11週 ３．組込み技術応用課題（太良尾，雛元） ・テーマに沿った技術レポートを工夫し，得られた知
見を正確に記述することができる。

12週 ３．組込み技術応用課題（太良尾，雛元） ・説明の順序が適正であること。
13週 ３．組込み技術応用課題（太良尾，雛元）
14週 ３．組込み技術応用課題（太良尾，雛元）
15週 ３．組込み技術応用課題（太良尾，雛元）
16週



モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

レポート 合計
総合評価割合 100 100
分析・応用力 25 25
課題設定能力 25 25
デザイン能力 25 25
論理的表現能力 25 25



香川高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 特別研究Ⅰ（電気情報工学コ
ース）

科目基礎情報
科目番号 7015 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 学修単位: 8

開設学科 創造工学専攻（電気情報工学コース
）（2024年度以降入学者） 対象学年 専1

開設期 集中 週時間数
教科書/教材 各教員の指示による。
担当教員 重田 和弘,北村 大地
到達目標
(A-1) 倫理観を育て社会貢献の意義を理解・表現できる。
・研究と技術社会の関わり，技術者の有り様，今後の生き方について，自己の考えを表現できる。
・研究・技術を通した社会貢献の意義について理解し，自己の考えを説明できる。
・研究室を中心として，積極的に後輩の指導にあたるなど貢献することができる。
(C-1)技術的興味を高め生涯学習の目標を説明できる。
・研究を通して技術研究の重要性を認識し，継続学習の意識を持ち，その内容について説明できる。
(C-4)論理的思考，創意工夫の下に主体的な研究を進めることができる。
・研究遂行過程において，部分的な課題を解決するための創意工夫が行える。
・研究遂行過程における活動を実施報告書にまとめ，活動内容を説明できる。
(D-2)適切な資料の作成と説明，論文執筆が行える。
・専門知識や語学力を駆使して予稿を論理的に記述できる。
・学会および特別研究Ⅰ発表審査会で聴講者に分かりやすく報告できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

倫理観 社会貢献の意義を理解し、適切に
表現できる。

社会貢献の意義を理解し簡単に表
現できる。

社会貢献の意義を理解し簡単に表
現できない。

継続的学習能力 技術的興味を高め生涯学習の目標
を適切に説明できる。

技術的興味を高め生涯学習の目標
を簡単に説明できる。

技術的興味を高め生涯学習の目標
を簡単に説明できない。

探究・実行力 論理的思考，創意工夫の下に主体
的な研究を進めることができる。

主体的に研究を進めることができ
る。

主体的に研究を進めることができ
ない。

コミュニケーション能力 適切な資料の作成と説明，論文執
筆が行える。

資料の作成と説明，論文執筆が行
える。

資料の作成と説明，論文執筆が行
うことができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
研究テーマの社会的意義を十分理解した上で，これまでに修得した工学知識を応用して研究課題を解決できること，そ
の解決に寄与する発案や創意工夫を行えること，さらに研究目的，分析，および研究成果について他の技術者が理解で
きるような記述を行える能力を身につけることを目標とする。

授業の進め方・方法
担当教員の指導の下に，専攻分野における研究テーマを選定し，研究の計画立案から遂行，まとめまでの一連のプロセ
スを学生が主体的に実施する。学年末の発表会で抄録を作成し，研究計画，研究成果とともに創意工夫した要点を発表
する。また，研究の遂行過程，創意工夫をした点などを都度記録した実施報告書を作成する。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 研究計画書の作成
2週 研究計画書の作成 (A-1)

3週 研究計画書の作成 ・研究と技術社会の関わり，技術者の有り様，今後の
生き方について，自己の考えを表現できる。

4週 調査・文献講読，研究内容の検討等 ・研究・技術を通した社会貢献の意義について理解し
，自己の考えを説明できる。

5週 調査・文献講読，研究内容の検討等 ・研究室を中心として，積極的に後輩の指導にあたる
など貢献することができる。

6週 調査・文献講読，研究内容の検討等 (C-1)

7週 調査・文献購読，研究内容の検討・開発等 ・研究を通して技術研究の重要性を認識し，継続学習
の意識を持ち，その内容について説明できる。

8週 調査・文献購読，研究内容の検討・開発等 (C-4)

2ndQ

9週 調査・文献購読，研究内容の検討・開発等 ・研究遂行過程において，部分的な課題を解決するた
めの創意工夫が行える。

10週 プログラムの開発，予備実験等 ・研究遂行過程における活動を実施報告書にまとめ
，活動内容を説明できる。

11週 プログラムの開発，予備実験等 (D-2)

12週 プログラムの開発，予備実験等 専門知識や語学力を駆使して予稿を論理的に記述でき
る。

13週 プログラムの開発，予備実験等  学会および特別研究Ⅰ発表審査会で聴講者に分かりや
すく報告できる。

14週 プログラムの開発，予備実験等
15週 プログラムの開発，予備実験等
16週 プログラムの開発，予備実験等

後期 3rdQ 1週 プログラムの開発・修正，評価実験等



2週 プログラムの開発・修正，評価実験等
3週 プログラムの開発・修正，評価実験等
4週 評価実験，分析
5週 評価実験，分析
6週 評価実験，分析
7週 評価実験，分析
8週 評価実験，分析

4thQ

9週 評価実験，分析
10週 分析，報告書・発表審査会論文集原稿の作成
11週 分析，報告書・発表審査会論文集原稿の作成
12週 分析，報告書・発表審査会論文集原稿の作成
13週 分析，報告書・発表審査会論文集原稿の作成
14週 発表審査会の準備
15週 発表審査会の準備
16週 発表審査会

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

発表会予稿 発表態度 研究姿勢 実施報告書 総括レポート 合計
総合評価割合 25 15 23 22 15 100
倫理観 0 0 5 0 15 20
継続的学習能力 0 0 10 10 0 20
探究・実行力 0 0 8 12 0 20
コミュニケーショ
ン能力 25 15 0 0 0 40



香川高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 輪講Ⅰ（電気情報工学コース
）

科目基礎情報
科目番号 7016 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 2

開設学科 創造工学専攻（電気情報工学コース
）（2024年度以降入学者） 対象学年 専1

開設期 集中 週時間数
教科書/教材 通常の輪講，セミナーにおいては各指導教員が適宜資料を与える。
担当教員 重田 和弘,北村 大地
到達目標
(A-2)広い視野
・海外文献，海外文化に関する情報から，自己の見識を高め，意見を述べることができる。
・広い観点から研究の今後の展開について自己の考えを述べることができる。
(C-1)継続的学習能力
・輪講や研究活動を通して，学習意欲を高めることができる。
(D-2)コミュニケーション能力
・様々な書籍・論文を輪読し，内容の要点を掴み，メンバーや教員に説明できる。
・研究発表では十分な発表演習や討論が行えるように資料作成などを適正に準備できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

広い視野 国際的観点から多面的な意見を述
べられる。 多面的な意見を述べられる。 多面的な意見を述べることができ

ない。

継続的学習能力 技術的興味を高め生涯学習の目標
を説明できる。

技術的興味を高め生涯学習の目標
を簡単に説明できる。

技術的興味を高め生涯学習の目標
を簡単に説明できない。

コミュニケーション能力 適切な資料の作成と説明，論文執
筆が行える。

資料の作成と説明，論文執筆が行
える。

資料の作成と説明，論文執筆が行
うことができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

外国文献を講読する事により語学，コミュニケーション能力を養うことが目標(D-2)の具体的内容であるが，さらに各自
の研究テーマが国際的視野でどのような位置づけにあるかを理解して研究の価値判断能力を高めることも学習目標(A-
2)で意図している。また，研究室メンバーの間で行う研究計画・研究経過報告を通して互いに討論を行い，目標(D-1)の
説明技術を高めるとともに，工学技術の面白さや奥深さを知って工学分野での活動意欲を高めることが目標（C-1）の内
容である。

授業の進め方・方法
専攻科1,2学年合同，場合によっては本科卒業研究生も交えた合同セミナー，論文輪講，研究紹介・進捗状況報告などを
通して技術的側面，および様々な視点からの討論を行う。原則として発表者を輪番で決め，文献の内容や調査結果など
をメンバーに説明しながら討論を進める形式をとる。また，2年生後期末には輪講記録を各自指導教員に提出する。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 １．ガイダンス
2週 (A-2)

3週 １．論文輪講 ・海外文献，海外文化に関する情報から，自己の見識
を高め，意見を述べることができる。

4週 ・関連論文・注目論文輪読 ・広い観点から研究の今後の展開について自己の考え
を述べることができる。

5週 ・考察，批評 (C-1)

6週 ２．学会での研究発表 ・輪講や研究活動を通して，学習意欲を高めることが
できる。

7週 ・学会発表予行 (D-2)

8週 ・講演終了後の体験発表 ・様々な書籍・論文を輪読し，内容の要点を掴み，メ
ンバーや教員に説明できる。

2ndQ

9週 ・討論 ・研究発表では十分な発表演習や討論が行えるように
資料作成などを適正に準備できる。

10週 ３．研究経過報告
11週 ・経過の説明
12週 ・討論
13週 ４．セミナー
14週 ・テキストに基づいた各種技術説明
15週 ・討論
16週 ５．各種イベントへの参加

後期 3rdQ

1週 ・工場見学，技術関連見学会
2週 ・進路ガイダンス，OB講演会，企業説明会など
3週 ６．輪講記録作成
4週 ・日時，実施内容，要点を記録
5週 ７．総括レポートの作成
6週 ・輪講を通して得たれた内容の総括



7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

発表資料等 取組姿勢 総括レポート 実施記録 合計
総合評価割合 18 25 33 24 100
広い視野 0 0 17 16 33
継続的学習能力 0 17 16 0 33
コミュニケーション能
力 18 8 0 8 34



香川高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 環境電磁工学
科目基礎情報
科目番号 7201 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2

開設学科 創造工学専攻（電気情報工学コース
）（2024年度以降入学者） 対象学年 専1

開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 多田泰芳・柴田尚志「電磁気学」，コロナ社 / 英語文献（J. Patrick Reilly, “Applied Bioelectricity”, Springer,
1998.）

担当教員 太良尾 浩生
到達目標
電磁気学Ⅰ・Ⅱなどで修得した専門基礎工学を基に，身近な電界及び磁界に関する物理現象を数学的に導き，さらにシミュレーションを用いて
視覚的にイメージすることで本質的に理解することを目的とする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

解析的な能力
電磁界に関する現象を物理的に理
解し，かつ確実に計算することが
できる。

電磁界に関する物理現象について
基本的な計算をすることができる
。

電磁界に関する物理現象について
計算することができない。

ツールを使う能力
得られた数式から，現象を視覚化
するためにツールを上手に扱うこ
とができ，かつ結果を上手に表現
できる。

得られた数式から，現象を視覚化
するためにツールを扱い，結果を
表現できる。

現象を視覚化するためにツールを
扱うことができない。

文章を表現する能力
英語で書かれた技術文章を，専門
的な知識や用語を利用して，技術
的な日本語文章に置き換えられる
。

英語で書かれた技術文章を日本語
に置き換えられる。

英語で書かれた技術文章を日本語
に置き換えられない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 電磁気学Ⅰ・Ⅱなどで修得した専門基礎工学を基に，身近な電界及び磁界に関する物理現象を数学的に導き，さらにシ

ミュレーションを用いて視覚的にイメージすることで本質的に理解することを目的とする。
授業の進め方・方法 前半は講義とシミュレーションを行い，これに関する筆記試験を行う。後半は英語文献の内容発表を学生が行う。

注意点 ・授業時間以外に，１週に4時間の自主学習が必要である。
・自主学習については演習レポート提出により確認する。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス
電気的特性（導体，誘電体，磁性体）

各種の電気的特性を説明でき，類似性と相違性を説明
できる。

2週 媒質の異なる境界での境界条件 境界条件を説明できる。

3週 マクスウェル方程式（積分形から微分形へ） マクスウェル方程式を説明でき，微分形へ導出できる
。

4週 ラプラス方程式 ラプラス方程式を導出でき，物理的な意味を説明でき
る。

5週 差分法による電位と電界
シミュレーション

微分に関する差分法を説明でき，シミュレーションに
より電位や電界をイメージできる。

6週 電界中の誘電体球内外での電界 電界中の球形媒質内外の電界分布を計算できる。
7週 シミュレーション シミュレーションにより電界分布をイメージできる

8週 電流導線による磁界 複数の直線電流からの磁界をベクトル的に合成し，計
算できる。

2ndQ

9週 磁界中の導体球内の誘導電流 低周波磁界中の生体球内の誘導電流を計算できる。
10週 シミュレーション シミュレーションにより電流分布をイメージできる

11週 電磁波（マクスウェル方程式） マクスウェル方程式から，電磁波の基本的な式を導出
できる。

12週 電磁波の一般式 マクスウェル方程式から，電磁波の基本的な式を導出
できる。

13週 電磁波の一般式 電磁波の伝搬や減衰を説明できる。

14週 英語文献の内容説明 電気回路・電磁気学に関する英文の内容を説明できる
。

15週 英語文献の内容説明 電気回路・電磁気学に関する英文の内容を説明できる
。

16週 期末試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 レポート 合計
総合評価割合 60 40 100
解析的な能力 60 0 60



ツールを使う能力 0 40 40



香川高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 現代制御理論
科目基礎情報
科目番号 7202 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2

開設学科 創造工学専攻（電気情報工学コース
）（2024年度以降入学者） 対象学年 専1

開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 教科書：中野道雄，美多勉，「制御基礎理論」，コロナ社
担当教員 漆原 史朗
到達目標
1.線形システムの状態方程式と出力方程式を導出でき，1入力1出力のシステムでは状態方程式と伝達関数の相互変換ができる。
2.線形システムにおいて対角化などの座標変換を用いて可制御，可観測を判断することができる。
3.状態方程式で記述されたシステムに対する安定判別を行うことができる。
4.状態フィードバック制御系と極配置の関係について説明でき，オブザーバを用いたフィードバック制御システムを設計できる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

状態方程式と伝達関数
線形システムの状態方程式と出力
方程式を導出でき，1入力1出力の
システムでは状態方程式と伝達関
数の相互変換ができる。

線形システムの状態方程式と出力
方程式を導出することができる。

線形システムの状態方程式と出力
方程式を導出することができない
。

座標変換と可制御／可観測
可制御／可観測正準形に座標変換
するなど様々な方法で可制御／可
観測性を判断できる。

線形システムにおいて対角化を用
いて可制御，可観測を判断できる
。

線形システムにおいて対角化を用
いて可制御，可観測を判断できな
い。

安定性
漸近安定や有界入出力安定など安
定性の定義を理解しつつ，システ
ムの安定判別を行うことができる
。

状態方程式で記述されたシステム
に対する安定判別を行うことがで
きる。

状態方程式で記述されたシステム
に対する安定性の判別ができない
。

制御系設計
状態フィードバック制御の制御則
と極配置の関係について説明でき
，同一次元オブザーバーを設計す
ることができる。

状態フィードバック制御の制御則
と極配置の関係について説明でき
る。

状態フィードバック制御の制御則
と極配置の関係について説明でき
ない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

数学的基礎知識を基に古典制御理論と比較しながら現代制御理論の概要を理解し，例題と課題問題を通して応用力を身
につける。
また，1入力1出力のシステムについては，古典ならびに現代制御理論の両方の手法を用いて制御系の設計を行うことの
できる基礎的能力を身に付ける。
この科目は企業（研究機関）で制御機器等の設計開発を担当していた教員が、その経験を活かし、制御理論について講
義形式で授業を行うものである。

授業の進め方・方法
教科書の内容を中心とした講義と章末問題等の演習が中心となる。
レポート等の課題や演習問題を自ら積極的に行うことにより理解度を深めることが必要になる。
自学自習時間に相当する課題を毎回出題する。

注意点
・試験結果を評価とする。（下記目標区分のB-2とB-3の比率は同程度）
・説明，証明問題では，数式等を用いて論理的に記述できているかどうかも含めて評価する。
・各自で章末問題等の演習を行い、授業中に解説を行う。また，演習や試験では電気回路や電気機器に関する知識が必
要となる。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス
現代制御理論と古典制御理論

古典制御理論と現代制御理論の考え方と歴史的背景を
理解できる。

2週 状態方程式と伝達関数
・状態方程式

線形システムの状態方程式と出力方程式を導出できる
。

3週 状態方程式と伝達関数
・状態方程式と状態推移行列 状態方程式と状態推移行列との関係を理解する。

4週 座標変換と可制御性と可観測性
・座標変換とシステムの等価性

座標変換による状態変数表示の等価性について理解す
る。

5週 座標変換と可制御性と可観測性
・対角正準形式と可制御性・可観測性

対角化を用いて可制御，可観測を判断することができ
る。

6週 座標変換と可制御性と可観測性
・可制御正準系と可観測正準系 システムの可制御／可観測正準形を導出できる。

7週
安定性の基礎理論
・安定性と線形システムの安定性（ラウス，フルビッ
ツの安定判別法）

ラウス／フルビッツなど安定性判別法を用いてシステ
ムの安定性を調べることができる。

8週 安定性の基礎理論
・有界入出力安定と漸近安定

有界入出力安定と漸近安定について説明することがで
きる。

2ndQ

9週 安定性の基礎理論
・リアプノフの安定判別法

リアプノフの安定判別法を線形システムに適用するこ
とができる。

10週 安定性の基礎理論
・状態フィードバック制御と極配置

状態フィードバックシステムについて理解し，係数ベ
クトルを極配置に基づいて設計することができる。

11週 安定性の基礎理論
・アッカーマン法に基づくゲイン設計

アッカーマン法を用いて状態フィードバックシステム
の係数ベクトルを算出することができる。



12週 安定性の基礎理論
・直接フィードバックよる安定化と根軌跡

直接フィードバックシステムについて理解し，根軌跡
に基づいてゲイン設計をすることができる。

13週 安定性の基礎理論
・同一次元オブザーバによる安定化

同一次元オブザーバを用いたシステム設計について説
明できる。

14週 現代制御理論による制御系の設計
・サーボ系の設計

簡単な制御システムにおいて状態フィードバック制御
とオブザーバを融合させたサーボ系を設計できる。

15週 現代制御理論による制御系の設計
・最適レギュレータと評価関数

多入力多出力システムにおける最適なゲイン設計法に
ついて説明できる。

16週 試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 合計
総合評価割合 100 100
状態方程式と伝達関数 25 25
座標変換と可制御／可観測 25 25
安定性と安定性解析 25 25
制御系設計 25 25



香川高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 プロジェクト管理論
科目基礎情報
科目番号 7203 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2

開設学科 創造工学専攻（電気情報工学コース
）（2024年度以降入学者） 対象学年 専1

開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 柿元 健
到達目標
人的資源，物的資源，コスト，スケジュール，品質などのプロジェクト管理の各種手法についての知識を習得するとともに，プロジェクト型学
習を通して，プロジェクト管理者の役割についての理解を深める。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

知識
管理する内容と関連付けてプロジ
ェクト管理手法について説明でき
る

プロジェクト管理手法について説
明できる

プロジェクト管理手法について説
明できない

適用 状況に応じて適切なプロジェクト
管理手法を考え適用できる

状況に応じて適切なプロジェクト
管理が行える

状況に応じて適切なプロジェクト
管理が行えない

実践
PBLにおいて，管理に必要なデータ
を収集し，プロジェクト管理手法
を適切に実践することができる

PBLにおいて，プロジェクト管理手
法を適切に実践することができる

PBLにおいて，プロジェクト管理手
法を適切に実践することができる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
製品開発など大きな目標を集団で達成する際にはプロジェクトが組織される。多数の人が様々な役割を担いプロジェク
トに携わることになり，多数の人員とコストがプロジェクトに費やされるため，プロジェクトの失敗は大きな損失を招
くこととなる。このようなプロジェクトを成功に導くための活動がプロジェクト管理である。

授業の進め方・方法
前半は講義を中心に進め，適宜，演習を行う。後半は講義とあわせてプロジェクト型学習により複数人による開発を通
してプロジェクト管理を実践することで学習する。プロジェクトの題材としてはソフトウェア開発プロジェクトを取り
上げる。

注意点
・本科目では，一部統計データ処理で扱う知識が必要である。統計データ処理を修得していることが望ましい。
・グループ開発演習でソフトウェア開発を行うため，プログラミングに関する基礎知識が必要である。
・授業時間以外に，１週に4時間の自主学習が必要である。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス
プロジェクト管理概論 　

・プロジェクトについて説明できる。(B-2)
・プロジェクト管理の意義を説明できる。(B-2)

2週 プロジェクト管理概論
・PMBOKの知識エリア ・PMBOKの知識エリアについて説明できる。(B-2)

3週 プロジェクト管理概論
・プロセス ・プロジェクトのプロセスについて説明できる。(B-2)

4週 プロジェクトの立ち上げと計画立案 ・プロジェクトの計画の意義を理解し，その方法につ
いて説明できる。(B-2)

5週 リスク管理 ・リスク管理の意義を理解し，その方法について説明
できる。(B-2)

6週
プロジェクトの実行管理と運営
・進捗管理
・費用管理

・プロジェクトで管理する内容とその管理方法につい
て説明できる。(B-2)
・代表的な管理手法について理解し，与えられたデー
タから管理が行える。(B-2)

7週 演習実施内容の発表 ・プロジェクト型学習において，プロジェクト管理手
法を適切に実践することができる。(B-3)

8週
プロジェクトの実行管理と運営
・問題管理
・品質管理
・変更管理

・プロジェクトで管理する内容とその管理方法につい
て説明できる。(B-2)
・代表的な管理手法について理解し，与えられたデー
タから管理が行える。(B-2)

4thQ

9週
プロジェクトの終結管理と評価
プロジェクト型開発演習説明
・演習内容の説明と計画

・プロジェクトを終結管理と評価の意義を理解し，そ
の方法について説明できる。(B-2)
・プロジェクト型開発演習において，プロジェクト管
理手法を適切に実践することができる。(B-3)

10週
グループ開発演習準備
・ソフトウェア開発プロジェクトの管理手法
プロジェクト型開発演習

・ソフトウェア開発プロジェクトの管理手法について
説明できる。(B-2)

11週 プロジェクト管理ツール
プロジェクト型開発演習

・プロジェクト管理ツールについて説明できる。
・プロジェクト型開発演習において，プロジェクト管
理手法を適切に実践することができる。(B-3)

12週 分析手法
プロジェクト型開発演習

・プロジェクトで用いられる分析手法について説明で
きる。(B-2)
・プロジェクト型開発演習において，プロジェクト管
理手法を適切に実践することができる。(B-3)



13週 設計手法
プロジェクト型開発演習

・プロジェクトで用いられる設計手法について説明で
きる。(B-2)
・プロジェクト型開発演習において，プロジェクト管
理手法を適切に実践することができる。(B-3)

14週 グループ開発型演習 ・プロジェクト型学習において，プロジェクト管理手
法を適切に実践することができる。(B-3)

15週 グループ開発型演習
・成果発表

・プロジェクト型学習において，プロジェクト管理手
法を適切に実践することができる。(B-3)

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

レポート 演習課題 開発演習 合計
総合評価割合 20 40 40 100
知識 15 0 0 15
適用 5 20 10 35
実践 0 20 30 50



香川高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 電子物性
科目基礎情報
科目番号 7204 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2

開設学科 創造工学専攻（電気情報工学コース
）（2024年度以降入学者） 対象学年 専1

開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 教科書: 坂田 亮 「物性科学」 培風館　参考書：澤岡「電子材料」，森北出版， 日野，森川，串田「電気・電子材料」
，森北出版 など

担当教員 山本 雅史
到達目標
エレクトロニクスの中心的役割を果たす電子材料の特性などを理解する上で必要となる物性物理の基礎的な内容について理解し，これらに関す
る専門書が読める基礎を作る。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

物性物理の理解
物性物理の基礎的な内容について
、図・表等を用いて電子材料の特
性との関係性を詳細に説明できる
。

物性物理の基礎的な内容について
、電子材料の特性との関係性を説
明できる。

物性物理の基礎的な内容について
、電子材料の特性との関係性を説
明できない。

専門書の読解力
物性物理に関する専門書の内容に
ついて、図・表等を用いながら詳
細に説明できる。

物性物理に関する専門書の内容に
ついて説明できる。

物性物理に関する専門書の内容に
ついて説明できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
エレクトロニクスの中心的役割を果たす電子材料の特性などを理解する上で必要となる物性物理の基礎的な内容につい
て講義を行う。
この科目は企業等において設計等の実務経験のある教員により最新の物性技術の内容を含んだ授業内容で講義形式で実
施される。

授業の進め方・方法 各学習内容について黒板等を使い解説してゆく，またテキスト等で不十分な項目や内容については適宜補った説明を行
う。

注意点 ・授業時間以外に，１週に4時間の自主学習が必要である。
・自主学習については定期試験により確認する。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 格子振動(1) 格子振動の概念を理解し，格子振動の1次元モデルの解
析を通してその特性について理解し，説明できる。

2週 格子振動(2) 格子振動の概念を理解し，格子振動の1次元モデルの解
析を通してその特性について理解し，説明できる。

3週 格子振動(3) 格子振動の概念を理解し，格子振動の1次元モデルの解
析を通してその特性について理解し，説明できる。

4週 格子振動(4) 格子振動の概念を理解し，格子振動の1次元モデルの解
析を通してその特性について理解し，説明できる。

5週 固体の熱的性質(1) 固体の比熱や熱伝導についてその理論的取り扱いにつ
いて理解し，説明できる。

6週 固体の熱的性質(2) 固体の比熱や熱伝導についてその理論的取り扱いにつ
いて理解し，説明できる。

7週 固体の熱的性質(3) 固体の比熱や熱伝導についてその理論的取り扱いにつ
いて理解し，説明できる。

8週 固体中の電子(1) 電子の波動性を考慮して固体中の電子を扱う方法につ
いて理解し，説明できる。

2ndQ

9週 固体中の電子(2) 電子の波動性を考慮して固体中の電子を扱う方法につ
いて理解し，説明できる。

10週 固体中の電子(3) 電子の波動性を考慮して固体中の電子を扱う方法につ
いて理解し，説明できる。

11週 固体中の電子(4) 電子の波動性を考慮して固体中の電子を扱う方法につ
いて理解し，説明できる。

12週 固体中の電子(5) 電子の波動性を考慮して固体中の電子を扱う方法につ
いて理解し，説明できる。

13週 固体の光学的性質(1) 固体中に光が入射した場合にどのような現象がおきる
か理解し，説明できる。

14週 固体の光学的性質(2) 固体中に光が入射した場合にどのような現象がおきる
か理解し，説明できる。

15週 固体の光学的性質(3) 固体中に光が入射した場合にどのような現象がおきる
か理解し，説明できる。

16週 期末試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合



試験 合計
総合評価割合 100 100
物性物理の理解 60 60
専門書の読解力 40 40



香川高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 集積回路
科目基礎情報
科目番号 7205 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2

開設学科 創造工学専攻（電気情報工学コース
）（2024年度以降入学者） 対象学年 専1

開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 設計のための基礎電子回路　森北出版　著者：辻正敏，プリント
担当教員 辻 正敏
到達目標
本科で学んだ電子回路の知識を基にアナログ集積回路の代表的な回路について学ぶ。 IC内部の回路（オペアンプ，コンパレータ）を理解できる
ようにする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
カレントミラー回路，能動負荷

集積回路の特徴やカレントミラー
回路，能動負荷を設計することが
できる。

集積回路の特徴やカレントミラー
回路，能動負荷を理解することが
できる。

集積回路の特徴やカレントミラー
回路，能動負荷を理解することが
できない。

評価項目2
作動増幅回路

作動増幅回路を設計することがで
きる。

作動増幅回路を理解することがで
きる。

作動増幅回路を理解することがで
きない。

評価項目3
オペアンプ回路，コンパレータ回
路

オペアンプやコンパレータの回路
を設計することができる。

オペアンプやコンパレータの回路
を理解することができる。

オペアンプやコンパレータの回路
を理解することができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
演習問題を解きながら，集積回路特有の回路（カレントミラー回路，能動負荷回路，作動増幅回路）を学習する。コン
パレータやオペアンプ内部回路を学び，それより設計現場で発生するトラブル事例の原因を学ぶ。
この科目は企業等において設計等の実務経験のある教員により最新の設計技術の内容を含んだ授業内容で講義形式で実
施される。

授業の進め方・方法 プリントを配布し，問題を解きながら集積回路を学ぶ。
注意点 電子回路Ⅰ，電子回路Ⅱで学習した知識を必要とする。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス
電子回路の復習

ダイオード回路やトランジスタ回路が解けるようにな
る．

2週 電子回路の復習２ オペアンプ回路が解けるようになる．
3週 集積回路の特徴 集積回路の特徴を理解できるようになる．
4週 カレントミラー回路 カレントミラー回路が理解できるようになる．

5週 相互コンダクタンス 相互コンダクタンスを用いてトランジスタ回路が計算
できる．

6週 差動増幅器
　相互コンダクタンスを用いた解法 差動増幅回路を理解できるようになる．

7週 "差動増幅器
　大入力時の動作解析"

作動増幅回路に大入力が加わった時の動作が理解でき
るようになる．

8週 中間テスト

4thQ

9週 PNP型差動増幅器
　動作解析

PNPトランジスタを用いた作動増幅回路が理解できる
ようになる．

10週 能動負荷 能動負荷の回路を理解できるようになる．

11週 PNP型差動増幅器
　カレントミーラー負荷

カレントミラー負荷の作動増幅回路を理解できるよう
になる．

12週 コンパレータ回路 コンパレータの内部回路を理解できるようになる．
13週 オペアンプ回路 オペアンプの内部回路を理解できるようになる．
14週 オペアンプの出力回路 オペアンプの出力回路を理解できるようになる．
15週 位相補償回路 位相補償回路について理解できるようになる．
16週 期末テスト

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 合計
総合評価割合 100 100
専門的能力 50 50
基本回路 25 25
応用回路 25 25



香川高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 情報通信工学
科目基礎情報
科目番号 7206 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2

開設学科 創造工学専攻（電気情報工学コース
）（2024年度以降入学者） 対象学年 専1

開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 ネットワーク技術の基礎，宮保憲治，他，森北出版
担当教員 重田 和弘
到達目標
１．情報通信システムの構成を理解し，その技術概要を説明できる。
２．代表的なルーティングプロトコルについて説明できる。
３．ネットワークのセキュリティに必要な対策とその技術の概略が説明できる。
４．ネットワークの信頼性を評価できる。
５．待ち行列，トラヒック量，呼量について理解しその概要を説明できる。
６．ネットワークの応用分野について理解し、その概略を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

ネットワーク技術の概要 情報通信システムの構成を理解し
，その技術を説明できる。

情報通信システムの構成を理解し
，その主要な技術概要を説明でき
る。

情報通信システムの主要な技術概
要を説明できない。

ルーチング技術 代表的なルーティングプロトコル
について説明できる。

基礎的なルーティングプロトコル
(RIP)について説明できる。

ルーティングプロトコルについて
説明できない。

ネットワークセキュリティ
ネットワークのセキュリティに必
要な対策とその技術の概略が説明
できる。

ネットワークのセキュリティに必
要な主要な対策とその技術の概略
が説明できる。

ネットワークのセキュリティに必
要な主要な対策とその技術の概略
が説明できない。

ネットワークの信頼性 ネットワークの信頼性を評価でき
る。

簡単なネットワークの信頼性を評
価できる。

簡単なネットワークの信頼性を評
価できない。

通信ネットワーク設計 待ち行列，トラヒック量，呼量に
ついて理解し説明できる。

待ち行列，トラヒック量，呼量に
ついて理解しその概要を説明でき
る。

待ち行列，トラヒック量，呼量に
ついてその概要を説明できない。

ネットワーク技術の応用 ネットワークの応用分野について
理解し、その概略を説明できる。

ネットワークの代表的名応用分野
について理解し、その概略を説明
できる。

ネットワークの応用分野について
、その概略を説明できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
情報通信システムに関する主要な技術とそれを理解するために必要となる理論を習得することを目標とする。代表的な
通信サービスの概要を理解し，主要なネットワーク技術についてその原理を理解し説明できる。
本科目は企業で通信技術の研究開発に携わった教員がその経験を活かし，情報通信システムに関連する最新の技術につ
いて講義形式で授業を行うものである。

授業の進め方・方法 座学を中心に講義を進める。各講義で演習課題を課す。ネットワーク技術に関するレポート課題を出題する。
注意点 電気情報工学科４年の「情報通信ネットワーク」を習得済みであることを前提に講義を行う。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ０．ガイダンス
通信技術の基礎

情報通信システムの構成を理解し，その技術概要を説
明できる。

2週 ２．ネットワーク技術の基礎
通信技術の基礎 通信技術の基礎について理解できる。

3週 ２．ネットワーク技術の基礎
通信技術の基礎 通信技術の基礎について理解できる。

4週 ３．ネットワーク技術
(1)ルーチング技術 代表的なルーティング技術について説明できる。

5週 (1)ルーチング技術 代表的なルーティングプロトコルについて説明できる
。

6週 (2)ネットワークセキュリティ
暗号方式と認証方式

ネットワークのセキュリティに必要な対策とその技術
の概略が説明できる。

7週 (2)ネットワークセキュリティ
ファイアウォール

ネットワークのセキュリティに必要な対策とその技術
の概略が説明できる。

8週 (3)ネットワークの信頼性
ネットワーク、装置の信頼性 簡単なネットワークの信頼性を評価できる。

2ndQ

9週 (3)ネットワークの信頼性
ネットワーク、装置の信頼性 簡単なネットワークの信頼性を評価できる。

10週 (3)ネットワークの信頼性
ネットワーク、装置の信頼性 簡単なネットワークの信頼性を評価できる。

11週 (4)通信ネットワーク設計
待ち行列理論の基礎

待ち行列，トラヒック量，呼量について理解しその概
要を説明できる。

12週 (4)通信ネットワーク設計
待ち行列理論の基礎

待ち行列，トラヒック量，呼量について理解しその概
要を説明できる。

13週 (4)通信ネットワーク設計
待ち行列理論の基礎

待ち行列，トラヒック量，呼量について理解しその概
要を説明できる。



14週 (5)ネットワーク技術の応用 ネットワーク技術の応用について理解できる。
15週 (5)ネットワーク技術の応用、まとめ ネットワーク技術の応用について理解できる。
16週 期末試験 １～１４週の講義内容に関する試験

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 レポート 合計
総合評価割合 90 10 100
ネットワーク技術の基礎 10 0 10
ネットワーク技術 80 10 90



香川高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 ディジタル信号処理
科目基礎情報
科目番号 7207 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2

開設学科 創造工学専攻（電気情報工学コース
）（2024年度以降入学者） 対象学年 専1

開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 ・参考書：有木康雄著「ディジタル信号処理」（オーム社）・参考書：小畑秀文・浜田望・田村安孝共著「信号処理入
門」（コロナ社）

担当教員 北村 大地
到達目標
1．ディジタル信号処理に必要不可欠な基礎理論，データ処理手法，諸定理を習得し実際のディジタル信号に対して適用できる能力を身につける
。
2．目的に応じたFIR及びIIRディジタルフィルタを設計でき，システムの伝達関数の推定やフィルタの安定性の判別ができる。
3．与えられたディジタル信号に対して適正な手法や手順で定量的な分析結果をソフトウェアを用いて導くことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

ディジタル信号処理の基礎理論
離散フーリエ変換やz変換について
数式を用いた定性的な説明ができ
，線形時不変システムが解析でき
る。

連続信号のフーリエ変換と離散フ
ーリエ変換やラプラス変換とz変換
の違いを説明できる。

連続信号のフーリエ変換と離散フ
ーリエ変換やラプラス変換とz変換
の違いを説明できない。

伝達関数及びディジタルフィルタ
ディジタルフィルタの種類や特徴
を数式を用いて説明でき，安定性
の判別や簡単な例の設計ができる
。

ディジタルフィルタの種類や特徴
を数式を用いて説明できる。

ディジタルフィルタの種類や特徴
が説明できない。

実際のディジタル信号への適用
ディジタル信号に対して目的に応
じた適正な手法を適用でき，結果
の客観的な分析ができる。

ディジタル信号に対して目的に応
じた適正な手法を適用できる。

ディジタル信号に対して目的に応
じた適正な手法が適用できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

音響メディアや動画像メディア等のディジタル信号を分析・処理する際に用いる基本的な手法とその理論を理解し，応
用できる能力を習得することを第一の目標としている。
特に，連続信号から離散信号への導入に伴う数学的な意義・性質は重要であるため，実習により実際の信号処理を実行
して理解を補う。
さらに，伝達関数の意味と人工的にそれを構成するフィルタ処理の理論及び効果の理解を第二の目標とする。
この目標についても講義中もしくは自学自習での実習で理解を補う。

授業の進め方・方法

主としてプリントを配布することにより講義を進める。
講義ではMATLAB等の信号処理ソフトウェアを用いて適宜演習を行い，理論とデータ処理結果の関連をより深く理解す
ることをねらう。
授業時間以外に，１週に4時間の自主学習が必要である。
また，自主学習を目的としたレポート課題を課す。
自主学習については演習レポート提出により確認する。

注意点
・期末の定期試験の結果で70％の評価を行い、演習の理解度に関するレポート課題の評価を30％として総合評価する。
・演習や課題では，MATLAB等の信号処理ソフトウェアを用いる。
・本科5年次の選択科目「信号処理」で学んだ専門知識を理解していることが望ましい。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス
連続時間信号のシステムとフーリエ変換

線形システムの利点をフーリエ変換の観点から説明で
きる。

2週 離散信号の基本表現と線形時不変システム ディジタル信号における離散信号の概念と特徴及び線
形時不変システムについて説明できる。

3週 ラプラス変換と連続時間システムの伝達関数 ラプラス変換を用いて連続時間システムの伝達関数を
計算できる。

4週 離散時間信号のフーリエ解析とサンプリング定理 連続信号と離散時間信号のフーリエ解析の違いとサン
プリング定理について説明できる。

5週 離散フーリエ変換と窓関数 実用上重要な離散フーリエ変換について説明でき、目
的に対して適切な窓関数を選択できる。

6週 短時間フーリエ変換とソフトウェア演習 非定常な一次元信号の時間周波数構造をソフトウェア
を用いて解析できる。

7週 z変換と離散時間システムの伝達関数 z変換を用いて離散時間システムの伝達関数を計算でき
る。

8週 システムの周波数特性 線形時不変システムが入力信号にどのような影響を与
えるか解析的に計算できる。

2ndQ

9週 ディジタルフィルタ1（FIRフィルタ） FIRフィルタについて定性的に説明できる。

10週 ディジタルフィルタ2（IIRフィルタ） IIRフィルタとその安定性について定性的に説明できる
。

11週 ソフトウェア演習・レポート課題 与えられた課題と解決法をソフトウェアで実際に処理
処理ができる。

12週 不規則信号の相関関数とスペクトル 不規則信号を統計的な観点から解析し、その特徴につ
いて定性的に説明できる。

13週 線形予測分析によるパワースペクトル推定 線形予測分析の理論を説明でき，不規則信号のパワー
スペクトルを計算できる。



14週 ウィーナフィルタと適応アルゴリズム ウィーナフィルタの導出ができ、その他の適応信号処
理手法を定性的に説明できる。

15週 ディジタル信号処理総合演習 与えられた課題に対して自身で解決法を見出し、ソフ
トウェアで実際に信号処理ができる。

16週 期末試験 出題された問題に対して適切に解答できる。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 レポート 合計
総合評価割合 70 30 100
基礎理論 35 0 35
ディジタルフィルタ 35 0 35
実データへの応用 0 30 30



香川高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 知識工学
科目基礎情報
科目番号 7208 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2

開設学科 創造工学専攻（電気情報工学コース
）（2024年度以降入学者） 対象学年 専1

開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 教員作成の教材（授業スライド等）を配布する．
担当教員 村上 幸一
到達目標
１．機械学習の利用のための環境構築を行うことができる．
２．機械学習のための各種ライブラリを使用することができる．
３．機械学習を用いた問題の解決と実装を行うことが出来る．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

機械学習の利用のための環境構築
を行うことができる．

機械学習の利用のための環境構築
を，自身の力で行うことができる
．

サポートや助言を行うことで，機
械学習の利用のための環境構築を
行うことができる．

機械学習の利用のための環境構築
を行うことができない．

機械学習のための各種ライブラリ
を使用することができる．

機械学習のための各種ライブラリ
を，自身の力で使用することがで
きる．

サポートや助言を行うことで，機
械学習のための各種ライブラリを
使用することができる．

機械学習のための各種ライブラリ
を使用することができない．

機械学習を用いた問題の解決と実
装を行うことが出来る．

機械学習を用いた問題の解決と実
装を，自身の力で行うことが出来
る．

サポートや助言を行うことで，機
械学習を用いた問題の解決と実装
を行うことが出来る．

機械学習を用いた問題の解決と実
装を行うことが出来ない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
本講義では，機械学習を用いた問題の解決と実装を，自身で行えるようになることを到達目標とする．機械学習の利用
のための環境構築と，各種機械学習用ライブラリの使用方法について講義を行ったのちに，複数回の機械学習を用いた
問題の解決と実装に関する演習を通じて，その素養を高める．

授業の進め方・方法 教材（授業スライド等）を元に講義を行う．講義後に調査および実装（プログラミング）を行う．また発表会を通じて
，他の受講生の取り組み内容についても学習を行う．

注意点 ・ 授業時間以外に，１週に4時間の自主学習が必要である。
・ プログラミング言語（C，Java，Python，Fortranのいずれか）に関する基礎知識が必要である。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス
pythonとライブラリの説明 Pythonの概要を知る．

2週 環境構築と，機械学習におけるPython の基本知識
，使い方（Numpy Pandas）

Google Colab 等を用いて環境構築する．
機械学習に必要な処理を学ぶ．

3週 機械学習におけるPython の基本知識，使い方
（ scikit learn ） scikit learn の使い方，実装方法について学習する．

4週 機械学習におけるPython の基本知識，使い方
（ scikit learn ） scikit learn の使い方，実装方法について学習する．

5週 機械学習におけるPython の基本知識，使い方
（ PyTorch ） PyTorch の使い方，実装方法について学習する．

6週 機械学習におけるPython の基本知識，使い方
（ PyTorch ） PyTorch の使い方，実装方法について学習する．

7週 機械学習を用いた問題の選択１ 学習するモデルについて選択する．
8週 機械学習を用いた問題の解決と実装１ 学習するモデルについて実装する．

4thQ

9週 発表１ 実装したモデルについて発表する．
10週 機械学習を用いた問題の選択２ 学習するモデルについて選択する．
11週 機械学習を用いた問題の解決と実装２ 学習するモデルについて実装する．
12週 発表２ 実装したモデルについて発表する．
13週 機械学習を用いた問題の選択３ 学習するモデルについて選択する．
14週 機械学習を用いた問題の解決と実装３ 学習するモデルについて実装する．
15週 発表３ 実装したモデルについて発表する．
16週 予備日

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

レポート 発表 合計
総合評価割合 25 75 100
Numpy Pandasの使い方 5 0 5
scikit learnの使い方 10 0 10
PyTorchの使い方 10 0 10



機械学習を用いた問題の解決と実
装1 0 25 25

機械学習を用いた問題の解決と実
装2 0 25 25

機械学習を用いた問題の解決と実
装3 0 25 25



香川高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 画像処理工学
科目基礎情報
科目番号 7209 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2

開設学科 創造工学専攻（電気情報工学コース
）（2024年度以降入学者） 対象学年 専1

開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 ディジタル画像処理（改訂第二版）、CG-ARTS協会
担当教員 重田 和弘
到達目標
１．画像処理技術の概要（ディジタル画像処理の撮影、画像の性質と色空間）を理解し、説明できる。
２．画像処理技術の基本手法を理解し、プログラミングに応用できる。
３．画像の圧縮符号化の原理とアルゴリズムを理解し、説明できる。
４．画像処理技術の応用事例について説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

画像処理技術の概要
ディジタル画像処理の撮影、画像
の性質と色空間を理解し、説明で
きる。

ディジタル画像処理の撮影、画像
の性質と色空間の概略を簡潔に説
明できる。

ディジタル画像処理の撮影、画像
の性質と色空間の概略を説明でき
ない。

基本的な画像処理技術
基本的な画像処理技術を理解し、
説明できる。また、プログラミン
グに応用できる。

基本的な画像処理技術を理解し、
概略を簡潔に説明できる。また、
簡単なプログラミングに応用でき
る。

基本的な画像処理技術を理解し、
説明できない。また、プログラミ
ングに応用できない。

画像符号化 画像の圧縮符号化の原理とアルゴ
リズムを理解し、説明できる。

画像の圧縮符号化の原理とアルゴ
リズムを理解し、概略を簡潔に説
明できる。

画像の圧縮符号化の原理とアルゴ
リズムを理解し、概略を簡潔に説
明できない。

画像処理技術の応用 画像処理技術の応用事例を説明で
きる。

画像処理技術の応用事例の概略を
を説明できる。

画像処理技術の応用事例を説明で
きない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
コンピュータの高速化・大容量化にともない多くの分野で画像が取り扱われるようになってきた。この科目では，代表
的な画像処理の理論，手法を学ぶことにより，目的に応じて適切な画像処理を選定し，プログラミングに応用できるよ
うになることを学習目標とする。

授業の進め方・方法 講義を中心に授業を進める。各授業の中で学習内容の理解を深めるために演習問題を出題する。授業外学習の自習課題
としてレポート課題を出題する。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 １．ガイダンス
２．ディジタル画像の撮影

・ディジタルカメラを使ってカラー画像データをコン
ピュータに入力する際の、撮像装置の幾何学的モデル
、撮影パラメータを理解する。

2週 ２．ディジタル画像の撮影
・ディジタルカメラを使ってカラー画像データをコン
ピュータに入力する際の、撮像装置の幾何学的モデル
、撮影パラメータを理解する。

3週 ３．画像の性質と色空間 ・画像の統計量とそれ以外の特性、および人間の視覚
特性を理解し説明できる。

4週 ４．画素ごとの濃淡変換 ・画素ごとの濃淡変換を行う画像処理のアルゴリズム
を理解し説明できる。

5週 ５．領域に基づく濃淡変換 ・空間フィルタリングを行う画像処理のアルゴリズム
を理解し説明できる。

6週 ６．周波数領域におけるフィルタリング ・周波数領域におけるフィルタリング処理のアルゴリ
ズムを理解し説明できる。

7週 ７．画像の生成と復元 ・ぼけや雑音などで劣化した画像の復元などの画像処
理アルゴリズムを理解し説明できる。

8週 ８．幾何学的変換 ・画像の形状や位置を変更する処理について、その原
理とアルゴリズムを理解し説明できる。

4thQ

9週 ９．２値画像処理 ・２値画像処理のアルゴリズムを理解しプログラミン
グに応用できる。

10週 １０．領域処理 ・画像を領域ごとに分割する処理を理解し説明できる
。

11週 １１．パターン・図形・特徴の検出とマッチング
１２．パターン認識

・画像から特定の対象を検出し、何であるかを識別す
る処理を理解し説明できる。

12週 １３．深層学習による画像認識と生成 ・人工知能を応用した画像処理技術の概要を理解し説
明できる。

13週 １４．動画像処理
１５．画像からの３次元復元

・動画像に関する処理の概要を理解し、説明できる。
・2次元の画像から３次元の空間を復元する処理の概要
を理解し説明できる。

14週 １６．画像符号化 ・画像データの圧縮に関する技術を理解し説明できる
。



15週 １７．画像処理技術の応用 ・画像処理技術を利用したシステム、機器を動作原理
を理解し説明できる。

16週 期末試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 レポート 合計
総合評価割合 80 20 100
画像処理技術の概要 15 0 15
基本的な画像処理技術 45 20 65
画像符号化 10 0 10
画像処理技術の応用 10 0 10


